
「学びたい」と思った子が学ぶことが
できる多様な学びの場の保障に向けて

島田市の不登校支援について

令和６年度第３回総合教育会議

令和７年３月28日
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島田市の不登校支援について

(1) ふりかえり

(3) これまでの取組

(4) これからの取組

(5) 学びの場の実現に向けた検討課題

(2) 現状
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何とか登校できている
病気ではないが、たまに欠席
毎日、登校しているが不安

たまに登校できる

学校を休みがち

欠席が継続

Ａ 学校内での支援の充実

Ｂ 学校内・外の支援の充実

Ｃ 校内外の学びの場の確保、連携

◆ 担任等による温かな関わり
◆ 別室の設置
◆ スクールカウンセラー、ソーシャルワー

カーと繋ぐ

◆ 担任等による訪問、授業や課題の配信
◆ 教育センター、「もみの木」の利用を

 促す

◆ 学びの多様化学校の調査研究

【令和５年】

◆島田市の取組

3



◆どういう不登校の子供たちに、どういう学びの場を
創出するのか。

◆「多様な学びの場」の実現のためには、どういう手
立てがあるのか、どういう方法があるのか。

◆「学びの多様化学校」の設置が広がっていかないの
はどうしてだろうか。

◆令和５年12月の総合教育会議より
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何とか登校できている
病気ではないが、たまに欠席
毎日、登校しているが不安

たまに登校できる

学校を休みがち

欠席が継続

Ａ 学校内での支援の充実

Ｂ 学校内・外の支援の充実

Ｃ 校内外の学びの場の確保、連携

◆ 担任等による温かな関わり
◆ 別室の設置
◆ スクールカウンセラー、ソーシャルワー

カーと繋ぐ

◆ 担任等による訪問、授業や課題の配信
◆ 教育センター、「もみの木」の利用を

 促す

◆ 学びの多様化学校の調査研究

【令和５年】

◆島田市の取組
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教育課程 指導者 登校する生徒 学習 その他の特徴

校内の
別室

指導要領に
沿ったその学
校の教育課程

空いている教員
支援員

その学校の児
童生徒

別室に通う児童生徒
が決める、または教
室で行っている活動
と同じ学習を行う。

特定の教科や給食
の時に自分の教室
に行くこともある。

島田市教育
センター

指導要領をな
るべく意識し
た教育活動。

指導員
元教員など

市内在住の児
童生徒

半日、終日と曜日に
よって日課が異なり
学習内容を決める。

校外での体験活動
を行うこともある。

もみの木
設置者の考えや
理念に沿った教
育活動が多い。

指導員
元教員など

基本的に制限
は無し

自分で計画や学習
内容を決める。

ゲームなどの活動
も行っている。

◆令和５年度までの島田市の不登校児童生徒の学びの場
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誰もが自分に合った学びにアクセスできるようにしたい

①島田市の既存の施設等を充実させることで対応
することはできないかを調査

②選択肢の１つとして学びの多様化学校を調査・
研究・検討
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義務教育の段階における普通教育に相当する教育の確保等に関する法律
（Ｈ28.12）教育機会確保法の基本指針 (H29.3）

不登校児童生徒への支援の在り方について （Ｒ元.10）

◆不登校への考え方

1 不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方 
（1）支援の視点 

不登校児童生徒への支援は，「学校に登校する」という結果のみを
目標にするのではなく，児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて，社
会的に自立することを目指す必要があること。また，児童生徒によっ
ては，不登校の時期が休養や自分を見つめ直す等の積極的な意味を持
つことがある一方で，学業の遅れや進路選択上の不利益や社会的自立
へのリスクが存在することに留意すること。
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<文部科学省発行パンフレット 「教育機会確保法って何？> （Ｒ４.10）

◆不登校への考え方
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<「教育機会確保法って何？>

◆不登校への考え方
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<「教育機会確保法って何？>

◆不登校への考え方
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社
会
的
自
立

先進事例の
研究

既存の学び
の場の視察・
連携

現場・子供の
声を聞く

新しい学び
の場の展開

島田市での
新しい学び
の場の創出

学びの多様化学校視察
八王子・大和市・鎌倉市
岐阜市

教育センター、もみの木、
フリースクール２か所
市内中学校別室

教育センター、もみの木、
市内中学校別室、多様な
学びの場検討委員会

しずおかバーチャルス
クール試行の周知、フリー
スクール視察・連携

教育センターサテライト、
島田市不登校支援体制の
確立

令和５～６年 誰
も
が
自
分
に
合
っ
た

学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

◆島田市の不登校支援ロードマップ
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島田市の不登校支援について

(1) ふりかえり

(3) これまでの取組

(4) これからの取組

(5) 学びの場の実現に向けた検討課題

(2) 現状
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未然防止

◇ 子供が主体的に取り組む授業
◇ 夢育地育の推進
◇ がんばり体験や成功体験の積み重ね
◇ 個々の状況に寄り添った生徒指導

早期発見・
早期対応

個の思いに
沿った対応

◇ 学校、保護者、関係機関との連携
◇ 教育相談、ケース会議
◇ SC、SSWとの連携

◇ 教室に入れない児童生徒のための居場所づくり
※別室や保健室

◇ 学校に行きづらい児童生徒への担任等の声掛け
※登校を促す、放課後の登校、特定の授業への参加

◇ こまめで、定期的な家庭訪問や電話連絡
◇ 市教育センター「チャレンジ教室」や「もみの木」の利用
◇ わかあゆの会の活用（保護者懇談、進路説明会）

◆不登校児童生徒を出さない取組

魅力ある学校
づくり

チーム体制で
の対応

丁寧な個
への対応
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Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

不登校児童生徒数 143 180 208 213 255

小学校 42 53 66 73 91

中学校 101 127 142 140 164

R元年度
比

1.78倍

2.16倍

1.62倍

◎不登校児童生徒とは
・学校を長期にわたり（年間で通算30日以上）欠席している
・そのうち、心理的、情緒的、身体的、社会的要因などの背景
により登校しない、あるいは登校したくてもできない状況に
あるもの（病気や経済的理由は除く）

◆島田市の不登校児童生徒数
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◆不登校の状況

不登校児童生徒 約230人のうち、
学びに向き合えていない児童生徒 （R7,1月末）

約60人
・今は、教師や学校とつながることで精いっぱいで、
学びに向かうエネルギーがたまっていない子

・学習物（ドリルや教材）を提供したり、ICTを使った
課題配信を行っても家庭で取り組むことができない子

・チャレンジ教室やバーチャルスクールなど学校以外の
学びの場ともつながることができていない子

約170人・社会的自立につながっているか
・その子に合った学びになっているか

学びに向き合えている児童生徒 （R7,1月末）
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37.7%

37.9%

30.6%

59.1%

57.4%

66.7%

3.2%

4.7%

2.7%

R5

R4

R3

■90日以上■30日～90日未満 ■全欠

不登校児童生徒 年間欠席状況（島田市）

不登校児童の中で90日以上欠席をしている子が約60％

学習についていけない、友達との関係が心配、行きづらい

◆不登校の状況
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◆不登校児童生徒対策の必要性

18.1％

中学校時代の
不登校が理由
（15～39歳）

社会的な自立をめざす

ひきこもりになった理由
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島田市の不登校支援について

(1) ふりかえり

(3) これまでの取組

(4) これからの取組

(5) 学びの場の実現に向けた検討課題

(2) 現状
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何とか登校できている
病気ではないが、たまに欠席
毎日、登校しているが不安

たまに登校できる

学校を休みがち

欠席が継続

Ａ 学校内での支援の充実

Ｂ 学校内・外の支援の充実

Ｃ 校外の学びの場の確保、連携

★ 学びの多様化学校の調査研究
★ フリースクールとの連携

★  しずおかバーチャルスクール試行周知
★ 教育センターの拡充
★ 多様な学びの場検討委員会

★ 各校の別室視察・充実
★ なやみ相談ナビ「はなそっと」導入

 

【令和５年
～６年】

◆これまでの取組

誰もが自分に合った学びにアクセスできるようにしたい
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既存の施設等の充実（各校の別室視察・充実）

Ａ校

Ｂ校

Ｃ校

Ｄ校

市
内
の
中
学
校
の
別
室
視
察

→

小
中
学
校
に
紹
介
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◆既存施設等の充実（多様な学びの場検討委員会）

・不登校の子からは「やってみたいな、がんばってみたいな」という思
いが感じられない子もいる。

・別室等に付く人が変わると心を開けない子もいる。同じ人が付く、と
いう体制ができることが理想。
・支援員だけでは授業ができない。学力のサポートが難しい。

・中学から高校は選択肢があり多様である。しかし、小学校から中学校
はそれがない。選択肢があるといい。

・どんな不登校児童生徒をターゲットにしていくか、隙間を埋めていく
ような感じでの対応が必要。

・家から出られないという人は「人と会うのが怖い」「出られないから
家から出ていない」ということを理解すべき。

・学校や学級で「一人一人は違う」ということが基盤になっているかが
大切である。
・２，３年間ゆっくり学び、元に戻っていく子もいる。
・やる気のある子に応える場が必要 → 高校への進路も開ける。
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◆学びの多様化学校の調査研究

<大和市立引地台中学校分教室>
なぜみんなと同じことを
しなければならないの？

急に人の目が怖くなった。

学校に行かなきゃいけな
いことはわかってる。

ここに来て初めてわかって
もらえた。全然辛くない

「普通は」「～ねばな
らぬ」はNG。

「遅刻」「早退」は付けない。
こういうことに敏感になる。

校則は無い。困ったと
きにみんなで考える。
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<岐阜市立草潤中学校>

◆学びの多様化学校の調査研究

とことん教師がかかわる
学びたいこと、場所、方法を自
分で決める ← 価値づける

自己選択の場の
設定

１ 心身の安定を取り戻す

２ 新たな自分の可能性を見出す
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◆学びの多様化学校調査研究

「学びの多様化学校」の設置が広がっていかないの
はどうしてだろうか。

１ 各市町単独で設置を希望することができる
ようになったのは令和４年度からのため、
まだ広がっていない

２ 多様な不登校児童生徒に対応するために
十分な準備、検討が必要

３ 設置する場所の選定の難しさ
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◆これまでの取組・調査研究から

自己選択の繰り返し と 教師の伴走

不安
緊張

安心感
達成感

所属感
有用感

社
会
的
な
自
立

このペースが
ちょうどいい

先生と一緒に

自信がない

できた！

先生は信頼
できる

休んでいい
んだ

今日もできた！

友達ができた

みんなそれぞれ

他のことも
やってみよう

この仲間と
いると楽しい

できるかな 自分はできる
→ 自信

こんな道に進
みたい→ 夢

自己調整

「学びたい」「仲間とつながりたい」
安心できる居場所

信頼できる大人

個別最適な学び

・不登校児童生徒にはそれ
ぞれの背景があり、状況
には段階がある。

・段階に合った支援をしてい
くことで児童生徒は「学び
たい」→「誰かと関わりた
い」→「こんな自分になり
たい」となっていく。

・島田市には、どの段階にい
る児童生徒を支援する場
があり、また、どこを補完
すべきかが見えてくる。

・既存の施設等を充実させることで対応できるか
・選択肢の１つとして多様化学校を調査・研究
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フリースクール、教育センター、学びの多様化学校（公立中学校）の違い
教育課程 指導者 登校する生徒 学習 その他の特徴

校内の
別室

指導要領に
沿ったその学
校の教育課程

空いている教員
支援員

その学校の児
童生徒

別室に通う児童生徒
が決める、または教
室で行っている活動
と同じ学習を行う。

特定の教科や給食
の時に自分の教室
に行くこともある。

島田市教育
センター

指導要領をな
るべく意識し
た教育活動。

指導員
元教員など

市内在住の児
童生徒

半日、終日と曜日に
よって日課が異なり
学習内容を決める。

校外での体験活動
を行うこともある。

しずおかバー
チャルスクー
ル

指導要領をな
るべく意識し
た教育活動。

指導主事（教
員）
支援員

県内の希望す
る児童生徒

用意されたドリル
等を選択して学習
する。

コミュニティス
ペースも用意され
ている。

もみの木
フリー
スクール

設置者の考えや
理念に沿った教
育活動が多い。

指導員
元教員など

基本的に制限
は無し

自分で計画や学習
内容を決める。

フリースクールに
は金銭的な負担が
かかるところもあ
る。

学びの多
様化学校

指導要領による。
授業時数は少な
いが通常の学校
に近い。

各教科の免許の
ある教員
（中学校）

市内在住の児
童生徒

教員による授業を行
う。自分のペースで
進めたり、選択した
りすることもできる。

通常の中学と同様
の進路指導を受け
ることができる。

在籍している学校の学習内容をカバー

授業を行う→個別最適な学び・協働的な学び
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◆不登校の段階に合った多様な学びの場

自己選択の繰り返し と 教師の伴走

不安 緊張
安心感

達成感
所属感

有用感
社
会
的
な
自
立

このペースが
ちょうどいい

先生と一緒に

自信がない

できた！

先生は信頼
できる

休んでいい
んだ

今日もできた！

友達ができた

みんなそれぞれ

他のことも
やってみよう

この仲間と
いると楽しい

できるかな
自分はできる
→ 自信

こんな道に進
みたい→ 夢

自己調整

「学びたい」「仲間とつながりたい」
安心できる居場所

信頼できる大人

個別最適な学び

別
室

教育センター

フリースクール

バーチャルスクール
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島田市の不登校支援について

(1) ふりかえり

(3) これまでの取組

(4) これからの取組

(5) 学びの場の実現に向けた検討課題

(2) 現状
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◆ しずおかバーチャル
スクールの周知・利用促進

学習、コミュニケーションの選択ができ、自分で予定を立て
ることができる。
困ったときに相談できるスタッフがいる。
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◆校内教育支援センターの設置
（別室の拡充）

市内６校に専任の支援
員を配置
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◆学びの多様化学校の調査・研究（継続）

様々な背景をもち、それぞれの状況の生徒に
・学ぶ意欲をどのように取り戻しているか
・やりたいことをどのようにもたせているか
・集団の中の人間関係作りをどのように行っているか
・自立への動機づけとして進路展望をどのように行っているか

・地域の支援体制の中でどのような位置づけになっているか
・地域のどんな資源を生かしているか
・地域の学校や高校との連携をどのように取っているか
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島田市の不登校支援について

(1) ふりかえり

(3) これまでの取組

(4) これからの取組

(5) 学びの場の実現に向けた検討課題

(2) 現状
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

家庭生活の変化に関する相談

障がい（疑いを含む）に起因する支援の求めや相談

親子の関わり方に関する問題の情報や相談

いじめを除く友人関係の情報や相談

学業の不振や頻繁な宿題の未提出

生活リズムの不調に関する相談

不安・抑うつの相談

学校生活にやる気が出ない等の相談

◆不登校調査（中学校：学校が把握した事実）R5

令和5年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について（文部
科学省） 34



◆不登校調査（最初に行きづらいと思ったきっかけ）
※中学校：前年度不登校だった中学２年生 R2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

よくわからない

生活リズムの乱れ

友達のこと（いやがらせやいじめ）

いじめ以外の友達のこと

先生のこと

勉強がわからない

身体の不調

令和２年度 不登校児童生徒の実態調査（文部科学省）
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37.7%

37.9%

30.6%

59.1%

57.4%

66.7%

3.2%

4.7%

2.7%

R5

R4

R3

■90日以上■30日～90日未満 ■全欠

学習についていけない、友達との関係が心配、行きづらい

◆不登校調査（島田市の不登校の日数の状況）

不登校児童生徒 年間欠席状況（島田市）
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◆不登校児童生徒調査

〇多様な学び検討委員会

〇各校の別室視察を通しての教員の声

〇教育センターの指導員の声

〇「わかあゆの会」での保護者の声

児童生徒は、どんな場所なら安心して学習できるのか
どんな学び方をしたいと感じているのか など
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児童-生徒

探究的学習への意欲

自己肯定感 自己有用感

基礎学力の習得

＜ふじのくに国際高校＞
・高等教育への橋渡し
・探究的学習の実践
・個性を伸ばす環境づくり

心理的安全性 家庭生活の安定

社会性の醸成

＜島田実業高校＞
・学び直しの機会
・発達支援
・不登校支援

＜島田市教育支援センター（教育センター）＞
・不登校支援に係る全体調整
・教育相談
・不登校児童生徒の指導
・特別支援教育に関すること

＜県教育委員会＞
 ・不登校支援ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
 ・メタバース環境

＜学びの多様化学校＞
・人間関係の再構築
・学習環境の再構築
・望む未来に向けた自己選択
・学びを前提とした進路支援

＜民間学習施設等＞
・もみの木
・フリースクール

多様性(個性)の発揮

障害の克服

＜島田版ネウボラ＞
・親への支援(出産-育児)
・発育状況、健康観察
・発育支援

＜既存の小中学校＞
 ・校内支援センター
 ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの配置
 ・別室登校環境
 ・障害に応じた特別支援体制
 ・クールダウンできる場所
 ・リモート授業

＜地域での支援＞
・居場所づくり
・学習支援
・地域とのつながり

＜チャレンジ教室＞
・居場所づくり
・学習支援
・保護者の相談

＜子ども家庭センター＞
・親への支援(育児・子育て・虐待防止)
・発育支援
・母子保健
・親育事業

＜生涯学習環境＞
・親への支援（親育）
・居場所づくり
・教育課程以外の学び
・体験学習の機会
・社会参加の機会
・地域とのつながり
・体力づくり

＜地域学校連携事業＞
・居場所づくり
・教育課程以外の学び
・体験学習の機会
・社会参加の機会
・地域とのつながり

島田型不登校支援体制（案）

＜社会的自立を目指して＞

自己達成感

〈子育て支援ネットワーク〉
・親への支援(育児・子育て)
・地域とのつながり
・孤立防止（ひとりじゃないでね）
・課題の共有

生活習慣の改善

自己実現自己決定

義 

務 

教 

育

市
立
学
校
以
外
の
環
境

＜学習ｻﾎﾟｰﾄ事業＞
（しまだっ子）＞
・学習支援
・生活習慣の形成
・社会性の育成
・家庭へのサポート

＜幼保小架け橋＞
・切れ目ない支援
・小一ギャップの軽減

＜民間企業＞
・社会とのつながり
・体験による気付き
・新しい人間関係
・成功体験、自己肯定
・自己有用感

◆福祉等他機関との連携
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◆他の選択肢の検討

島田市の不登校児童生徒

バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル

別
室
で
の
学
習

授
業
や
課
題
配
信

担
任
等
の
訪
問

教
育
セ
ン
タ
ー

も
み
の
木

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｓ
Ｃ
・Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
関
わ
り

寺
子
屋

放
課
後
子
供
教
室

図
書
館

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

し
ま
だ
ガ
ン
バ
！

社
会
教
育
講
座

保
健
室
等
で
の
居
場
所
作
り

福
祉
機
関
（家
児
相
）

ふじのくに国際高校 島田実業高等専修学校

「なりたい自分」に向かって一人一人の社会的自立をめざす

夢や希望をもって進路を選択

教育委員会
島田市

島田版ネウボラ ・ 赤ちゃん訪問事業 ・ 育児サポーター ・ 子ども家庭センター
子育てコンシェルジュ ・ 子育て支援ネットワーク ・ ブックスタート事業

学
び
の
多
様
化
学
校

学校

こ
ど
も
館
・こ
ど
も
食
堂

し
ま
だ
っ
子

地域の企業

重層的支援 重層的支援
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社
会
的
自
立

先進事例の
研究

既存の学び
の場の視察・
連携

現場・子供の
声を聞く

新しい学び
の場の展開

島田市での
新しい学び
の場の創出

学びの多様化学校調査

教育センター、フリー
スクールとの連携、市
内小学校別室の充実、
福祉等他機関との連携

不登校児童生徒調査

校内教育支援セン
ター、しずおかバー
チャルスクールの周知

既存の学びの場には  
ない場の創出の研究
（島田だからできるこ
と、外部団体との合意
形成）

令和７年
誰
も
が
自
分
に
合
っ
た

学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

◆島田市の不登校支援ロードマップ
令和５～６年

学びの多様化学校調査
八王子・大和市・鎌倉市
岐阜市

教育センター、もみの木、
フリースクール２か所
市内中学校別室

教育センター、もみの木、
市内中学校別室、多様な
学びの場検討委員会

しずおかバーチャルス
クール試行の促進、フリー
スクール

教育センターサテライト、
島田市不登校支援体制の
確立

既
存
の
施
設
等
の
充
実
・

連
携

新
し
い
場
の
調
査
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